
































coherent curriculum」（Smith, MacGregor & Matthews et.al. 2004）の設計に資する。
以上の目的とその意義から明らかなように、本稿はアクション・リサーチの 1つの試みであ










さて、アクション・リサーチは、Coghlan and Brannick（2005 : 22－25）によれば、診断
























第 2、第 3の疑問に対する筆者の解答は、次章にて説明する「活動理論 activity theory」「学

























































動理論的定義は、講義をする教員を知識の伝達者 a transmitter of knowledge／学生を知識の貯
蔵庫 a stocker of knowledge と見なす「伝統的」心理学のそれとは大いに異なっている。因み






























知ること knowing よりもすること doing を意味する「社会調査リテラシー」の習得を目指すの














る「領域特定的知識 domain specific knowledge」から成り立っている。共通の 7ステップとは、
〈①How question を発する→②データ収集の方法論→③データ加工＝図表作成→④図表の記述































































































































































大問 1－問 3：「日本的雇用慣行」の特徴 














大問 1－問 2：「性別役割分業観」の定義 
　　　大問 2：年齢階級別・女性の労働力率 
大問 2－問 3：スウェーデンと日本の女性の就労 
学生の関心・レリバンスに 





   　Step 1        　  Step 2      　　　  Step 3          　   Step 4        　  Step 5    　 Step 6     Step 7 
How question→データ収集方法論→加工（グラフ描画）→グラフの記述→Why question→仮説設定→仮説検証 
大問 2－問 1：与えられた表からグラフ描画 →問 2：グラフの記述→問 3：Why question と仮説設定 
大問 1－問 1＆ 5および大問 3① 
データ収集の方法論 
大問 3②③：大卒就職に関する新聞記事の批判的読解 ＝ Steps 1－7 の構造を習得しているかを問う 
講義内容 
筆記試験問題 
Step 3－6 は講義中にエクササイズ＝行為としてのリテラシー習得 
ただし、Step 4 & 6 は素早いフィードバックが不可欠　　 
さらに、Step 5 は講義担当者による「実演」も必要 
 2 － 3 回生 
科目 
にて習得 













































表 4 に、重回帰分析の結果を示す。ここから分かることは 3点ある。
第 1に、 5％水準で有意なのは、第 1セメスターの成績ランクと「テスト勉強を頑張った」
の 2つだけであり、ベータ係数はそれぞれ0. 301と0. 136となてっている。第 1セメスターの成
績の規定力が、最も大きいのである。第 2に、出席率と「講義を真剣に聴いた」は有意でもな
く、ベータ係数も小さい。出席したからといって、あるいは真剣に聴いたからといって必ずし





続いて、各小問の記述統計量を見ていこう（表 5）。最初に 2 つの留意点を挙げておく。 1










基礎演習Ⅱでの cognitive skills の習得感 
基礎演習Ⅱでの social skills の習得感 
0－100（実際には41－95） 
A= 4 , B= 3 , C= 2 , D= 1  
「全て出席」= 5 ,「 1－2回欠席」= 4 , 「 3－4 回欠席」= 3 
「半分ていど欠席」= 2 ,「半分以上」= 1  
「よく当てはまる」= 4 , 「まあ当てはまる」= 3  

















cognitive skills の習得感 
social skills の習得感 
43.148  
5 .177  
－0.208  
0 .871  
1 .966  
0 .165  
0 .538 
5 .651  
1 .143  
0 .782  
1 .136  
0 .979  
0 .675  
0 .750 
 
0 .301  
－0.018  
0 .051  
0 .136  
0 .016  
0 .048 
7 .635  
4 .532  
－0.266  
0 .767  
2 .008  
0 .245  
0 .717 
0 .000  
0 .000  
0 .790  
0 .444  
0 .046  
0 .807  
0 .474 




「大問 3 a」「大問 3 b」という分け方である。前者は、「調査そのものはこれでよいか」という
サンプリングに関する問題、従って「科学的探求モデル」のStep②に相当する質問、これに対
して後者はStep 3 ～ 6 ならびに領域個別的知識（表中ではDSKと略記）を問う問題となってい
る。

















配点 最小 最大 平均 S.E. C.V. 平均÷配点 出題内容 実証的探求モデル 
大問 1の問 4  
大問 1の問 5  
大問 3 a 
大問 1の問 1  
大問 2の問 3 b 
大問 1の問 3 ab 
大問 2の問 2  
大問 3 b 
大問 1の問 2  

















































































































第 2の知見は、データ収集の方法論（Step②）が 2～ 4位と上位を占める点である。なぜ、
データ収集の方法論に関する問題が難しかったのか。その原因は、「大問 1の問 1 」について
は学生の学習方法に、「大問 1の問 5 」「大問 3 a」については、授業でのふれ方にある、と推
察される。「大問 1の問 1 」の不正解者は、調査名称の暗記を怠ったか、調査名称を暗記した
ものの「毎年行っている調査か否か」の確認を行わなかった、のいずれかである。
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